
4特集 ～令和6年度のまちづくり～

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
厚
岸
警
察
署
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち

の
見
守
り
活
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、
犯
罪

被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
早
期
回
復
ま

た
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
支
援
制
度
の
創

設
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
適
宜
の
情
報
提
供
や

啓
発
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
特
殊

詐
欺
対
策
電
話
機
等
の
設
置
に
対
す
る
助

成
制
度
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
消
火
活
動
を
強
化

す
る
た
め
、
厚
岸
消
防
署
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
や
消
火
栓
の
更
新
の
ほ
か
、
各
種

消
防
資
機
材
の
整
備
な
ど
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
津
波
避
難
困
難
地

域
の
港
町
地
区
に
お
い
て
、
周
辺
住
民
の

津
波
災
害
時
の
避
難
を
よ
り
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
、
集
会
施
設
の
機
能
を
併
せ

持
つ
津
波
避
難
施
設
と
し
て
令
和
7
年
度

の
完
成
を
目
指
し
、
仮
称
・
厚
岸
町
防
災

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
着
手
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
か
ら
の
避
難
開
始
が
遅
れ

指
定
緊
急
避
難
場
所
へ
の
避
難
が
間
に
合

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
少
し

で
も
命
が
助
か
る
可
能
性
が
高
い
場
所
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
津
波
の

基
準
水
位
以
上
の
高
さ
に
避
難
場
所
を
有

し
、
耐
震
性
が
高
い
建
物
を
『
一
時
避
難

る
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
『
厚
岸

町
空
家
等
対
策
計
画
』
に
基
づ
き
、
民
間

住
宅
等
の
除
去
に
対
す
る
支
援
、
『
空
き

家
バ
ン
ク
』
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
と
運

営
、
居
住
を
前
提
と
し
た
空
き
家
等
の
購

入
に
伴
う
改
修
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
『
厚
岸
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、

用
途
地
域
等
の
見
直
し
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
に
つ
い
て
は
、
『
厚
岸
町

公
園
適
正
化
計
画
』
に
基
づ
き
、
施
設
機

能
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
な
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

引
き
続
き
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
求
め
る

活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
通
学
道
路

な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

危
険
箇
所
へ
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を

関
係
機
関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
促
進
す
る
た
め
、
不
便
軽

減
に
係
る
支
援
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
自
転
車
事
故
の
防
止
と
被
害
軽
減
を

図
る
た
め
、
自
転
車
安
全
運
転
講
習
会
の

実
施
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
お
よ
び
自
転
車

保
険
加
入
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
明
る

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
『
尾
幌
糸
魚

沢
道
路
』の
早
期
完
成
と『
別
保
・
尾
幌
間
』

の
計
画
段
階
評
価
の
促
進
の
た
め
、
引
き

続
き
関
係
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

事
業
予
算
確
保
に
向
け
た
要
請
活
動
や
機

運
醸
成
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
床
潭
末
広
間
道
路
、

太
田
2
号
道
路
、
太
田
地
区
防
雪
柵
、
実

験
所
道
路
法
面
の
整
備
、
橋
梁
の
長
寿
命

化
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に

太
田
門
静
間
道
路
擁
壁
の
補
修
、
港
町
2

条
通
り
の
車
道
と
歩
道
の
改
修
、
宮
園
台

1
号
通
り
の
用
地
確
定
測
量
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
花

咲
線
の
維
持
・
存
続
の
た
め
、
沿
線
自
治

体
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
利
用
促

進
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
路
線

の
維
持
・
存
続
の
た
め
、
必
要
な
支
援
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
交
通
路
線
の
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
運
行
経
路
見
直
し
の
検
討
を
す
る
と

と
も
に
、
町
内
公
共
交
通
の
担
い
手
と
な

る
運
転
手
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
奔
渡

団
地
の
給
排
水
設
備
の
更
新
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
白
浜
団
地
の
給

水
管
の
更
新
、
外
壁
と
屋
根
の
改
修
お
よ

び
梅
香
団
地
の
屋
根
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
省
エ
ネ
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
や
耐
震
改
修
、
解
体
に
対
す

施
設
』
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
北
海
道
と
本
町
を
含
む
関
係
市
町

村
が
共
同
で
行
う
北
海
道
防
災
総
合
訓
練

の
一
部
が
、
本
町
を
会
場
に
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
厚
岸
町
避
難
訓
練
の
実
施
と
合

わ
せ
、
地
域
住
民
お
よ
び
防
災
関
係
機
関

と
連
携
し
た
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
や
自
治
会
・

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
災
害
図

上
訓
練
や
避
難
所
運
営
演
習
を
継
続
す
る

な
ど
、
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
山
対
策
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
に
お

い
て
梅
香
地
区
2
カ
所
と
筑
紫
恋
地
区
1
　　　

　

よ
う
へ
き

じ
ゅ
ん
し
ゅ

あ

き
ょ
う
り
ょ
う


